
』
『
均
ミ

V
J
守
本
〉
デ
カ
生
守
宮
メ
ガ
キ
加
剖崎
隆
ζ

し
た
ら
、
嗣
内
君
ち

t
o掬
い
た
。
闘
っ
て
加
干
と

一
に
大
踊
司
命
の

n，闘
の
凶
舷
阿
還
を
対
卒
す
る
こ

一
臣
市
太
夫
が
主
揮
に
下
。
、
温
羅
情
理
の
時
前
世
間

-

E年
貢
方
定
書
~
加
。
領
内
年
賀
徴
牧
方
の
諸
定
書

一
い
4
た
と
の
設
問
併
設
を
有
L
、
所
前
佐
木
，大抽岬

一
・と
あ
れ
り
。
詞
自
式
に
は
能
美
捌
に
路
豊
科
が
あ
る
が
、
一
簡
に
施
し
た
に
起
る
。

=

-
で
、
怨
初
に
疋
保
ご
年
分
よ
b
御
釘
同
凪
克
也
と
抱

一
の
あ
れ
ま
し
た
地
は
、
之
を
加
賀
，
訓
怖
と

m
L、
一
位
は
恐
ら
〈
1
1
り
す
の
請
で
、
唱
究
加
れ
は
加
H
H
M凸
で

一

カ
ガ
ウ
メ
加
賀
梅

l
ウ
メ
ダ
メ

出
開
業
o

t

L
、
施
射
之
恥
H
A
外
歎
十
位
が
m
屯
さ
れ
て
ゐ
石
。
加

一
刊
さ
殺
桁
丈
河
川
出
口
改
歩
前
の
川町
間
だ
と
記
さ
れ
あ
り
、
附
道
本
紀
に
加
吋
附
と
あ
る
日
も
亦
H
H

字
を

一

カ
ガ
エ
イ
ラ
h
y

加
賀
釆
禦
京
都
の
陶
工
永
祭

自
治
改
作
法
施
仔
以
前
の
規
定
予
一
見
る
べ
き
も
の
で

一
司
令
。
そ
の
他
加
引
川
が
あ
り
、
小
'日
山
上
旬
貼
椛
し
浪
花
J
h

の
で
あ
る
と
す
ろ
は
、
白
山
小
押
収
一

則
的
似

一
利
会
の
指
導
に
よ
っ
て
、
関
邸
三
年
か
ら
江
沼
市
山

あ
る
。

ご
丸
山叫
に
人
る
o
ま
た
加
む
枇
が
あ

h
、
風
土
記
に
は
他
も
な
い
O

H

刊
に
脈
住
榊
は
、
天
川
a
一
川
純
二
年
の
正

一
代
の
九
円
い本
誌
に
於
い
て
製
作
レ
た
磁
刷
出
を
い
ふ
。

そ
の
祭
耐
秒
明
記
せ
ぬ
が
、
加
賀
，
耐
阿
川
の
僚
に
、

一
釘
院
女
引
に
も
附
生
引
が
あ
っ
て
、
決
し
て
郎
主
の

一

カ
ガ
エ
ヌ
マ
ゴ
ホ
リ
ザ
ツ
キ

、
加
賀
江
沼
郡
難
記

御
相
支
佐
加
比
比
引
の
枇
こ
、
に
世
田
す
と
い
ふ
も
の

一
税
で
は
な
い
。

一
↓
エ

ヌ
マ
ゴ
ホ
リ
ザ
ツ
キ
江
抑
制
新
記
。

-n

，av夕
日

は
、
必
ず
加
賀
社
で
あ
ら
う
。
是
臨
す
の
貼
よ
り
L
て

?

カ

ガ

加

賀

加

悦
仰
の
略
山
門
川
。
服
製
集
に

『
時

一

カ
ガ
エ
ヌ
マ
シ
コ
ウ
加
賀
江
沼
志
稿

J
エ
ヌ

こ
の
加
賀
な
る
地
名
の

m
mは
前
ろ
伊

ιに
あ
る
べ

一
そ
加
む
に
や
は
ら
ぐ
抗
政
胤
興
』
と
あ
る
。

一
マ
ジ
コ
ウ
江
一泊志一制。

〈
、
か
の
日
本
拐
に
瀕
す
る
加
賀
郷
と
、
之
に
封
す

一

カ

ガ

加

賀
加
賀
紛
の
略
的
。

川
酬
に

『
母
親
一

カ
ガ
オ
ウ
ヲ
イ
加
賀
往
来

児
認
の
手
首
手
本

る
加
賀
凶
と
の
附
に
航
る
術
接
の
山
間
係
が
あ
る
と
思

一
は
羽
二
震
だ
と
て
加
制
札
何
者
せ
』
と
あ
り
、
古
〈
は

一
に
用
ひ
る
文
句
そ
綴
つ
介
も
の
で
、
加
賀
拙
仙
の
沿
革

は
れ
る
o
弧
ひ
て
言
へ
ば
、
間
選
の
加
白
郷
人
が
北

一
諮問川
畑町
に
加
賀
の
上
品
目カ
十
疋
と
も
早

え
る
。
一
及
び
名
物
等
そ
叙
す
る
o
そ
の
一
一
利
に
背
陽
之
官
民

限
に
入
っ
て
、
加
賀
凶
の
草
分
と
な
っ
た
こ
と
も
、

一

カ
ガ
ア
フ
ミ
サ
ン
シ
ヨ
ノ
ア
ダ
ウ
チ
加
賀
近
江

一
云
んべ
か
ら
由
引
き
初
め
た
も
の
は
、
見
文
十
一
年
以
後

。
‘

一

}

I

FB

一

}

一

1

決
し
て
有
り
得
ぬ
と
は
言
へ
な
い
で
あ
ら
う

油
〈

一
三
田
川
の
讐
打

一
四
o
d
口
百
益
者
。
明
治
二
年
八

一
一
大
荊
三
年
以
前
の
作
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
毘

4
古

て
製
品
風
土
記
に
於
い
て
は
、
前
担
の
山
間
一
説
に
よ
っ

一
月
七
日
加
賀
…掃
の
老
一
川
本
中
志
向
は
、
引
口
義
平
・
一
ぃ
。
文
文
政
巾
の
も
の
も
あ
h
、
そ
の
外
に
も
あ
る

て
加
賀
の
間
錯
そ
光
明
の
訟
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。

一
山
訟
仲
太
郎
に
附
殺
せ
ら
れ
た
が
、
政
均
の
臣
本
多

一
で
あ
ら
号
。

加
賀
の
文
字
が
好
手
守
一
似
惜
し
た
・も
の
で
、
赫
の
は

一
一蜘一

等
十一

一人
制
減
っ
て
、
お
平
等
の
同
志
で
あ
っ

一

カ
ガ
オ
ホ
バ
ン
加
賀
大
判
加
白
描
仙
の
初
期
に

で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
諸
訟
の
等
し
く
説
〈
所
で
、

一
た
附
山
町
悌
一
古
川
出
宇
明
治
四
年
イ
一
月
什
一一一
日
金
持
長

一
億
遣
し
た
大
利
金
で
、
安
正
栴
鉢
大
判
金
医
長
掠

恐
ら
く
は
正
路
そ
得
た
も
の
で
あ
ら

4
0
是
軒
以
て

一
町
に
於
い
て
、
川
人
古
川
町
制
宮
町
を
同
日
小
ホ
野
県
力
問

一
鉢
大
利
金
・
午
円
大
利
金
・無
文
大
判
金
の
日
開
閉
山
が
あ

挺
に
そ
の
紘
と
名
づ
け
た
盟
問
脅
料
ね
、
日
本
紀
略

一
に
於
い
て
、
文
多
賀
町
三
郎
そ
知
什
凶
日
近
江
長抽出

一
っ
た
o

J
キ
Y

カ

金
代
。

に

『
加
賀
刊
伊
凶
地
閉
山
人
多
。
』
と
あ
る
荷
引
き
、
打

一
に
於
い
て
討
っ
た
削
米
宇
一記
し
た
も
の
で
あ
る
。

一

カ
ガ
ガ
ザ
加
賀
笠

加
賀
か
ら
産
し
た
宮
市
V

で
、

開
き
た
る
闘
を
お
味
す
と
い
ふ
は
、
除
り
に
穿
恐
に

一

カ
ガ
イ
ハ
カ
生
ム
ラ
プ
ニ
ン
ジ
ヨ
ウ
ア
ン
加
賀

一
江
戸
時
代
に
脂
〈
賞
用
せ
ら
れ
た
。
点
字
三
年
に
撲

取
し
て
ゐ
る
。
後
川
入
選
御
抄
・狗
花
集

問
凶
紙
問

一
岩
方
村
補
佐
扶
案

一
加
。
例
臨
制
打
月
陀
岩
方
村

一
ん
だ
僻
人
義
革
に
.

『
砥
の
た
〈
み
の
道
も
服
装
あ

等
に
、
加
賀
に
判
じ
て
ヨ
ロ

コ
ピ
ヲ
ク
ハ
フ
ル
タ
二
名
市
般
の
補
任
以
来
守
一椛
せ
た
も
の
で
、
大
永
七
年

一
り
。
淡
船
山
M-v・
前川出
mvも
名
の
み
ば
か

b
に
て
、
今

と
す
る
も
の
あ
る
も
、
回
よ
h
J
文
字
の
逝
戯
に
し

一
六
月
か
ら
平
総
四
年
七
月
に
及
ぶ
。
岩
方
村
の
名
は

一
は
設
が
す
む
凶
の
加
到
慨
を
な
ん
名
物
と
は
い
ふ
な

て
、
街
中
高
を
設
問
す
る
断
り
で
は
な
い
o
叉
脱
駅
紗

一
今
制
肥
え
て
ゐ
る
o
外
に
水
越
村
の
補
任
以
安
も
少
し

一
り
0
』
西
鶴
の

一
代
女
に

『黒
沼
二
一
軍
の
あ
た
ま
か
〈

増
設
に
、
『
四
時
凶
v
有
v
当
都
=
加
賀
-
」
と
あ
る
が
、

一
〈
秘
せ
て
あ
る
。

一
し
、
深
紅
の
お
七
ざ
し
り
加
質
賃
。
』
挺
脱
出
問
揃
徳

何
の
怒
な
る
か
そ
明
ら
か
に
せ
ぬ
o
或
は
カ
マ

jv鈍
一

カ
ガ
イ
マ
リ
加
賀
伊
蕊
皇
文
政
巾
能
楽
部
若

一
に
.
『加
賀
川
U
銀
、
し
め
を
あ
ら
/
¥
と
召
し
ま
せ
と

階
の
省
略
と
し
、
此
の
凶
多
〈
鈎
階
特
出
し
た
般
に

一
杉
綜
で
、
ぬ
次
郎
が
作
っ
た
赤
給
の
磁
開
山
を
附
に
加

一
よ
』
な
ど
L
い
ふ
も
の
印
ち
是
で
あ
る
。
山
海
名
産

省
づ
け
る
と
す
る
は
、
後
間
そ
り
て
古
代
脅
慨
す
も

一
白
伊
前
思
と
僻
す
る
こ
と
が
あ
る
。

一
間
食
に
も
、
『
む
労
凶
々
よ
り
お
ほ
〈
出
づ
れ
ど
も
、

の
で
あ
る
。
立
入
信
友
の
設
に
、
山町駅
紀
に
伊
勢
路
一

カ
ガ
イ
ン
ロ
ウ
加
賀
印
範
加
賀
山
時
給
の

カ
エ
ツ
ノ
ウ
メ
イ
キ
加
越
能
銘
記

加

鎚
能
の

街
産
を
綴
っ
た
も
の
で
、
託
子
の
手
習
に
用
ひ
ら
れ

た
の
か
と
思
は
れ
る

O
R…
闘
に
は
『
夫
加
越
能
朗
々

名
物
以
財
食
股
之
類
略
酬
タ
之
、
館一日時臨
文
字
一明
朗=蜜

態
統
↓
先
以
金
府
之
絹
同
染
手
綱
云
々
。
』
と
あ
る
。

外
凶
に
光
民
摂
と
あ
る
が
、後
の
一
手
は
判
じ
得
ぬ。

カ
エ
ツ
ノ
ウ
メ
イ
セ
キ
キ
加
越
能
名
蹟

記

涯

賃
・間
以
永
の
聞
前

m綱
紀
が
特
に
封
内
諾
村
に
令
し

で
、
各
地
の
事
蹴
に
関
す
る
一
切
を
上
巾
せ
し
め
、

後
之
を
編
制
し
た
も
の
で
あ
る
。

カ
オ
ウ
イ
ン
花
王
院

江
沼
郡
那
谷
幸
内
に
在

っ
て
、
提
言
宗
で
あ
っ
た
。
寛
永
中
前
町
利
治
寺
領
一
一一

十
行
を
寄
進
し
た
。
明
治
の
初
段
し
て
今
存
せ
ぬ
。

カ

ガ

加

賀

加

到

の

凶
鋭
は
郡
名
よ
り
起
り
、

向
古
〈
は
凶
遣
の
管
制
↑
す
る
行
政
監
削
の
名
稽
で
あ

っ
た
。
耐
し
て
加
賀
に
在
つ
て
は
此
の
前
が
古
〈
凶

名
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た
の
み
で
あ
る
が
、
出
雲
に
於

い
て
は
師
閉
め
て
強
調
的
に
行
は
れ
て
ゐ
る
を
注
意
す

べ
き
で
あ
る
。
即
ち
問
附
島
艇
郊
に
加
賀
郷
が
あ
る
。

支
佼
加
比
比
況
命
御
子
佐
太
，
大
前
を
盗
ま
ん
と
し

給
う
た
時
、
そ
の
弓
矢
を
失
う
た
。
支
佐
加
比
比
斑

命
乃
ち
祈
っ
て
、
我
が
子
あ
れ
た
ら
ん
に
は
弓
箭
百
円

び
出
で
来
れ
と
い

4
た
。
脱
に
し
て
向
で
製
っ
た
弓

筒
、
水
に
鐙
う
て
前
れ
出
た
。
こ
の
時
あ
れ
ま
し
た

御
子
、
こ
は
五
百
が
弓
箭
で
な
い
と
訴
っ
て
郷
ち
給
う

た
。
次
い
で
資
金
の
弓
箭
が
疏
れ
出
た
。
佐
太
，
大

柳
之
を
取
っ
て
、
聞
き
胞
な
る
か
も
と
詔
り
て
射
逝

力
エ

l
l力
力

四
七


